
絵本棚を
つくりましょうよ

2012.7.7(sat) ～ 8(sun)

「3.11 こども文庫」の本棚つくりのワークショップをやります。

その2

青梅ブンブンの会

対象 ３歳位　～　大人 定員 先着５０名位

持物 作業着・昼飯(一品持ち寄りで皆で食べます)
着替え(成木川が傍を流れているので川遊びが出来ます)

星 匠　090-2321-9598　takumi@co-zo.com

場所 埼玉県飯能市落合445-1 杉原建築

日時 2012年7月7日(土) ～ 8日(日)

飯能駅成木

岩井堂
ヤマザキ バイゴー

ローソン

アルプス
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杉原建築
畑

阿須

南飯能病院

お問合せ主催

お問合せその他 7日の夜はキャンプも予定しています。
参加される方は、事前に連絡をいただけると幸いです。

駐車場はありますが限りがあるので、できるだけ乗り合わせて来場ください。

お問合せお問合せ

青梅ブンブンの会

お問合せMAP

10：00 ～ 16：00 10：00 ～ 16：00



みんなで絵本棚をつくり、
相馬市のこども達に届けます。
3.11東日本大震災で傷ついたこども達のために、絵でできることを

「3.11 こども文庫」について

版画家 蟹江杏が「3.11東日本大震災で傷ついたこども達のために、絵でできる
ことを」と呼びかけ、世界中からは画材が、日本中からは１万冊以上の絵本が届
きました。
そしてついにこども達に送られた絵本を収蔵する「3.11こども文庫」を相馬市に
設立することが決まり、９月オープンに向けて準備が進んでいます。

今回の企画について…

　2012年６月17日に第一弾を開催し、絵本棚に使うウッドブロックを約400個制作しました。
今回は棚板を加工、塗装して完成させます。

　７日の夜は杉原建築作業場又は傍を流れる「成木川」にてキャンプをします。キャンプ参加を検討さ
れている方は事前に連絡をよろしくお願いします。

　子ども達のために積み木を作ってお持ち帰りできるプレゼントも企画中NOW

青梅ブンブンの会　代表　星匠　090-23221-9598　takumi@co-zo.com

６月17日の様子

私を救ってくれた絵本

私はここ数年、子どもたちと一緒に絵を描く事をしてきました。それは子どもの

絵がすきだからです。いつも彼らは私に刺激を与えてくれました。その絵をみれ

ば描く事のヒントをくれました。

津波を知った時、なぜだろう？　自分でも不思議ですが、子どもたちを思いまし

た。

私は母ではありません。自分勝手に、自分の絵の事ばかり考えて生きてきまし

た。けれど、小さな頃、幾度かの辛い局面に当たった時、幸運にも私のまわりの

優しい大人たちは、絵本を私にくれました。おかげで私は、時々絵本に救われた

経験があります。

ページをひらけば、物語や色とりどりの絵は、辛い事柄から、見たこともない、

とても素晴らしい世界へつれていってくれました。だからあの時、子どもたちに

絵本を送ろうと、真剣に思いました。

同時に幼いころの私は、描く事でも救われました。だから、こんな時だからこそ

子どもたちと、一緒に描きたいと思いました。

この活動は、私の思いや経験の押し付けかもしれないと、思う時もあります。

けれど、相馬の子どもたちは、こんなにも、素直な絵を描いてくれました。

悲しい絵かもしれません。けれど、どの絵も目を凝らして見れば、確実に小さな

芽を見つける事ができます。

どうか多くの皆様、彼らの小さなメッセージにふれて下さい。そして、子どもた

ちの為の小さな絵本の文庫設立にご協力していただける事を、私は強く願ってい

ます。

3.11子ども文庫 理事長・版画家 蟹江杏

３．１１こども文庫と「ふくしまそうまの子どものえがくたいせつな絵展」について 

３．１１こども文庫とは？ 

 「東日本大震災の被災地の子ども達に絵本と画材を！」と版画家 蟹江杏と相馬市の佐藤史生元校長先生が、友人・知
人に呼びかけた１０通のメールに、日本のみならず、世界中からの反響があり、届いた多くの画材と絵本約１２，０００冊。
被災地相馬市の子ども達と、蟹江杏が一緒に描いた、幼児から高校生までの絵画約２００点。これら多くの画材や絵本、
子ども達の絵を預かる私たちは、私たちにできる限りのことを行動してみようと、「ふくしまそうまの子どものえがくたいせつ
な絵展」と「こども文庫」設立プロジェクトを始めました。このプロジェクトは、次の３つのことを目的に、活動を展開していま
す。 
   １）呼びかけにより、日本・世界各地から集まった絵本や画材を子ども達に届け楽しんでもらう。 
   ２）「ふくしまそうまの子どものえがくたいせつな絵展」を全国各地で開催し、頂いた画材を活用して子ども達 
     が表現した作品を、皆様にみていただき、感じていただく。 
   ３）子ども、大人、お年寄りの方など、誰でも気軽に訪れることが出来る「こども文庫」を設立し運営すること 
     によって、地域の新しいコミュニティを形成する。 
 現在、集まった絵本の一部は、「こばこ文庫」として、相馬市の各小学校の教室を巡回しています。また、相馬市やその近
隣市の小学校に、復興教育支援事業の一環として、アーティストを派遣し、各種のワークショップを展開しています。 

ごあいさつ 

 震災から一年がたちました。相馬の子どもたちは、現状に負けず、いつも元気な笑顔で私を迎えてくれます。けれど、背
後には放射線を気にしなければならないストレスや、まだまだ終わらない仮設住宅のくらし、お友達との別れ、ご家族や、
ご親戚をなくしたことといった、消えない悲しみが、常に小さな胸に隠されているように思います。 
 私たちの「３．１１こども文庫」活動は、この一年間で奇跡的な広がりをみせ、遠く海外の方々にも届きました。このことは
人と人とのつながりの強さを実感させてくれますが、２０１１・３・１１が、どれだけ世界中を震撼させた出来事だったかを証
明していると言えると思います。子どもたちは、未だにその渦中にいます。東京にいる私たちは、時々忘れてしまったり、見
当違いな支援をしてしまったりしています。忙しい生活の中で、東京にいながら四六時中被災地の事を考えるのは、現実
的には難しいです。見えない相手に、望んでいる的確な事をしてあげるのも大変な想像力が必要です。けれど私は、それ
でも良いと思います。 
 大切なのは、時々必ず思い出して、見当違いかもしれないけれど、何か行動してみる。みんながそうすれば、それがきっ
とつながりを生むはずです。 
 ぜひ、子どもたちの絵に触れていただき、そして、子どもたちの声に耳を傾けていただければと思います。 
 「３．１１こども文庫」は、今後も子どもたちと共に、まずは小さな文庫を設立することで本当の意味の復興を考えるきっか
けを作り、実現のために行動していきます。どうかみなさま、暖かいお気持ちで見守ってください。 
 子どもたちの絵の展示の機会をくださり、そして、子どもたちの絵に触れていただき、心から感謝いたします。 
 

３．１１こども文庫 理事長 蟹江杏 

「３．１１こども文庫」設立にむけた寄付金 

 「３．１１こども文庫」設立にむけた寄付金をたくさんの個人の方々を中心に会社や団体からお寄せいただきました。あり
がとうございます。 
 寄付金は２０１１年１２月３１日時点で１，００６，０１３ 円となっております。 
 引き続き皆様からの寄附のご協力をお願い申し上げる次第です。 

 振込先／みずほ銀行 
     千住支店（５２７） 
     普通 １２３５３５８ 
     NPO法人３．１１こども文庫 
     カニエアンズ 
 

＊：現在、３．１１こども文庫は、皆様から頂いた寄付金を、責任を
持って、支援活動を実施していくため、NPO法人申請を行っています。
本来、正しくは、NPO法人３．１１こども文庫（NPO法人設立申請中）の
団体ですが、銀行ともご相談し、NPO法人３．１１こども文庫名義の口
座を開設させていただいています。 

「３．１１こども文庫」設立にむけた情報発信 

 ご支援頂きましたみなさま、「３．１１こども文庫」設立に向けたニュースや各種情報は、 
専用ブログとFacebookを使って随時発信していきますので、ご注目いただければ幸いです。 

・専用ブログ 
  東日本大震災の被災地の子供達に絵本と画材を！ 
   http://soumasien.blog65.fc2.com/ 

・Facebook 
  ３．１１こども文庫設立プロジェクト 
   http://www.facebook.com/ehonnomori 

・連絡先メールアドレス 
  活動に関するお問い合わせや子どもの絵の展示会開催のご要望などはこちらまでご連絡下さい。 
  3.11こども文庫： 311kodomoriji@yahoogroups.jp 


